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注意 工事完了後においても引き続き建築基準法第3条第2項の規定の適用を受ける部分のみ記入してください。

基準時とは建築基準法施行令第137条に規定する基準時をいいます。
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工事種別 □増築　□改築　□移転　□用途変更　□大規模の修繕　□大規模の模様替

建築基準法第86条の7に基づく既存不適格建築物等調書
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